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Ⅰ.緒 言 近年､環境問題への関心の高まりから､このよ

うな植物が元来持っている能力を害虫防除に利

植物一植食性昆虫間には複雑な共進化プロセス 用することが試みられている7)｡日本国内におけ

果実抽出物であるニ -ムの害

ルカロイド等の二次代謝産物の生産による化学的
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2虫から身を守る手段を獲得 してきた 1･)｡植物の

自己防衛手段には､とげや表皮の硬質化などによ 虫防除剤 としての活用である｡ニームの有効成

る物理的防衛やフラボノイド､テルペノイド､ア 分は トリテルペンのアザジラクチン類であ り､ 
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防衛が挙げられる｡これらの生体成分には､柏食 性や脱皮変態阻害､ヤマ トシロアリに対する忌

性昆虫に対 して殺虫や摂食阻害活性などの生物活 )避効果などが報告されている 8･｡また､摂食阻

性が報告されている31) 害物質は､高い毒性を持つ既存の合成殺虫剤と30
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は異なり対象生物に対する忌避活性を有し､感受

性個体を殺さない為､昆虫の抵抗性発達を遅延さ

日本産樹木 :Th sd

料 ,アスナロ)､Ac 

iopsju

er

a(1talboaン) ヒノキ

ioncu'azj m (カエデ科 ,オ

せるという利点がある｡著者らは高等植物が生産 オバカエデ)､P atme a(tnosoin)lauou ゴマノハグ

する二次代謝産物の害虫防除への利用を目的とす サ科 ,キ1))､Z aserrtakoule a(ニレ科 ,ケヤキ)､ 

ss

､ 

Prunu

B l生態系が存在し､共進化の過程で多様な防御メカ ナノキ科 ,ヘラノキ) teuagr

る一連の研究の中で､温帯地方に比べ多種多様な iiusanilp.(バラ利 ,サクラ)､Tiak a (シ

ossa (カバノキ科 ,

ニズムが存在することが予想される熱帯植物に着 ミズメ)､Pi sdnu lorjlens a(マツ科 ,アカマツ)､ 

Abss
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hlaca
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nuss(マツ科 .トドマツ)､Pii inens目し､タイ国で建材 として利用されるビルマカ

リン (Pt sma )や ジャ ッKruz.crocarpuserocarpu マツ科 ,ラジアタマツ)､C iratopry me

ionc'azjクフルーツ (Ar sh yll Lm .aushteeroptaocrpu hama(スギ科 ,スギ)､C tusebsoiparcaey)心

材のジクロロメタン抽出物よりハスモンヨトウ ､Pd(ヒノキ科 ,ヒノキ) oocarpus (ushacropm yll マ

alturai)terS dpooz( F.)幼虫およびヤマ トシロア キ科 ,イヌマキ)､S tyiidcaoz ' sv lltaiicter a(コウ

リに対して高い摂食阻害活性を示す化合物類を単 ヤマキ科 ,コウヤマキ) 

離 ･同定した1011)｡本研究では､これらの研究の

3.一環として､廃材の有効利用という観点から熱帯

地方で建材に利用されている南洋材 レサクに含ま

南洋材レサク 

Upuna属の

れるヤマ トシロアリに対する摂食阻害物質の探索 材は､非常によく似ていることから一般にレサ

icaltra 属､C iumllbtoyeo 属お よび 

を実施したので､ここにその大要を報告する｡ R kesaク ( )という総称で呼ばれることが多い｡

レサクはフタバガキ科の樹種でインド､スリラン

Ⅱ.材料および方法 カ､タイなどの東南アジアに生育している｡木材

の特長として､心材は緑色を帯びた黄褐色で､辺

分離 ･分析装置 材は白色から淡黄褐色である｡また､古 くから耐1.

)2

本研究で用いた試薬類は特に記述 しない限り 久性は非常に高 く虫害に強い事が知られており､

建築用材として利用されている 1 0一般試薬販売業者により購入 した試薬をそれ以

上精製せずに用いた｡また､化合物の単離 ･同

Sll 160F54(メルク)､充填用 シリカゲルeag 2

定 には､薄層 クロマ トグラフィー TL

21BW- 7

ic

ltaeP-C 4. レサクメタノール抽出物から有効成分の単離

赤系､白系の色調の異なるレサク内外樹皮を分

3,HZ BW-00 (富士シリシア化学)､NMR 別 ･乾燥 したレサク樹皮乾燥品 04( 0g)をメタ

ノールで抽出後､ろ過 ･減圧濃縮 し､4種のメタ727JEOLEX20( 0MH

スコインターナショナル)､融点測定器 

､)z MSQ erreoT- fP mi (ジャ

Yanaco ノール抽出物 7.41( 8g 70.,収率 3 %)を得た｡

AbiordeMo lMP､旋光光度計 H aSEP 0を用い

た｡NMR分析は､直径 4mmのサンプルチュー

03- そのうちレサク樹幹内皮メタノール抽出物 

20.( g)をクロロホルム :メタノール (8:3)を

ブを使用 し､重アセ トンにて内部標準は使用せず 溶出溶媒とするシリカゲルカラムクロマ トグラ

-2

0

90.0.0.

0(

に分析 した｡MS分析は､1%ギ酸ナ トリウム溶

液 . プ1M水酸化ナ トリウム水溶液 :ギ酸 : 

5: 5: )を用いてキャリブレー

4r.1r.721

23Fr ,.

フィー (BW- )に供 し､F -F

をクロロホルム :メタノール混合

を得た｡

さらに 

ロパノール 
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-2

0:)を溶出溶媒としたシリカゲルカラ

ムクロマ トグラフィー BW- )に供 し､F 

2から . %)を､2mg

3か ら %)

を､ 1から %)

を､F 3か ら 

溶媒 

05.0ションし､1%ギ酸ナ トリウム溶液を %含む

サンプル溶液 (メタノールにて調製)を2.5kV､ 513,icanotva IA ( ,収率 

ESIポジティブモー ドにて分析 した｡ 

2.供試樹種

626,icanotva IE ( . ,5mg収率 

0.36,i IcanoVta B( 8mg,収率 

102mg. ,42,icanotva IG ( 収 率 

k (フタバ ガキ科 ,レサ を単離 ･同定した 

tocarpus 

Resaタイ国産樹木 : 

ク赤外皮 ･内皮 ,白外皮 ･内皮)､Ar 

)
12g.,


3

(/).0150 Fi ｡単離した

天然化合物の同定は､lH･1c NMRとMSスペ

yllu'hhteeroz 

erocaPt ゆusma

s(ク ワ科 ,ジ ャ ックフルー ツ)､ クトルを文献情報と照合 して行った｡

Pcrocarus(マメ科 .ビルマカリ
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に属 し､北海道から沖縄まで日本全国に生息す

がないため､常に湿った木材中で生活する｡日

本での建材加害種は本種の他に､イエシロアリ 

山県御坊市美浜町煙樹海岸の松林にて採取 し､ 

選択的ペーパーディスク試験 

た｡ペーパーディスクには､アセ トンをキャリ

アー溶媒 として､規定量の供試試料を含浸させ

た｡キャリアー溶媒であるアセ トンは室内で完全

に風乾した後､湿らせたバーミキュライ ト (ヒル

コン)を高さ5mm程度になるように入れた直

径 5cmシャーレ中に､供試試料を処理したペー

パーディスクとコントロールの各 2枚 を対角と

なる様に十字に配置 し､同じコロニーより採取

したヤマ トシロアリ職蟻 20匹を放ち､蓋をして

自由に摂食させた｡このシャーレを 265℃､暗条
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南洋材 レサクに含まれるヤマ トシロアリ Ko )に対する摂食阻害物質bel(EtermessperausRh hecu 53

件下で 2週間放置した｡乾燥防止のため 4日に一 摂食阻害物質の存在が示唆された｡また､これら

度､霧吹きで水を与えたO生物検定終了後､食害 レサクメタノール抽出物 4種の TLC分析からは､

されたペーパーディスクを黒台紙に月占付 し､これ それぞれの抽出物の含有成分に差異が認められな

をコンピュータ処理のためにスキャナーでデジタ かったため､レサク自内皮部を抽出材料とした｡ 

ルデータに変換 し､画像解析ソフト nlma

httノ/www m/)を用いてピクセル 

geSico

isconcorpco. .p( 2. レサク由来化合物のヤマ トシロアリに対する

摂食阻害活性l)単位で数値化､ディスクの食害面積の比ipxe(

較処理を行った｡各台紙には標準面積を算出する シリカゲルカラムクロマ トグラフィーにより分

4r.F 1r. -F をヤマ トシロア

で比較 し､処理区､無処理区それぞれの食害率を リに対する摂食阻害活性試験に C)供 した結果､1X
画 し得 られた画分ために無傷のペーパーディスクを貼付 し､同処理

算出し､下記に示す計算式を用いて摂食阻害指数 

Anfee id :nexd tanit(

69.の処理量で､それぞれ摂食阻害活性 2 ,iks
d
/lgL

AFI)を算出した｡ ,19 19.
895.,
 %を示 した87, )lbaT( e20

+C%)ix100T% /(TOo/ F 23r., を再分

画 し､単離 ･同定 したスチルベン3量体 3種 

AFI-1 高い摂食阻害活性の認められた 

T% :処理区の食害率､C% :無処理区の食害率)( (1, 

本式では､処理区の食害率と無処理区の食害率が )83()は､抗菌活性 1､細胞毒

同等 となるときに指数 50を与える｡摂食阻害指 性 19)等の生理活性が報告 されている化合物で

数が0に近づ くほど摂食阻害活性が高いといえ､ あった｡単離 ･同定した化合物を用いてヤマ トシ

逆に 50以上なら､摂食促進効果を示す｡そして ロアリに対する摂食阻害活性を評価 したところ､ 

)24, ､4量体 1種 

その摂食阻害指数 AFI)より以下に示す計算式(

Vta

icanotva

3(),

IA (1) icanotva2icanoVta, IE (), Iら 

icanoIG (4)は､それぞれ 50L iksd/Lgを用いて､摂食阻害活性値 

0,FIt:rae

hnln
F dee
 gl( toryibi

)l

9.

b

98.03.の処理量で､8 ､7 ､55 ､4 

阻害活性が認められた (Ta e3

8.%という摂食4-100%)を算出した｡ 

｡スチルベン3

量体の中で 4以外の化合物は､フラン構造を持っ

Ⅱ.結果および考察 てお り､その存在がヤマ トシロアリに対する摂

食阻害活性を向上させている可能性が示唆され

-FI(%)- (05 AFI)×2 

1.
樹木抽出物のヤマ トシロアリに対する摂食阻 た｡また､スチルベン単量体である ltresveraro

害活性スクリーニング試験 にもヤマ トシロアリに対する摂食阻害活性が報告

木材の製材時に廃材として廃棄されることが予 されてお り､その活性は 50レ iks
d
/g の処理量で 

想される樹皮などの樹木抽出物を用いて､ヤマ

トシロアリに対する摂食阻害活性スクリーニン

グ試験を実施 した｡樹木メタノール抽出物 18種

と､これまでにハスモンヨトウ幼虫およびヤマ ト

シロアリに対する摂食阻害物質が単離 ･同定され

ているジャックフルーツ､ビルマカリンジクロロ

メタン抽出物を既知標準活性抽出物として加えた 

ltresveraroと

比べて 3-4倍の分子量を持つことから､分子量

あたりの活性評価では活性が同程度となり､高分

子構造よりもスチルベンやフェノール構造が活性

発現に寄与していると考えられた｡生合成や化学

構造的に類似の植物成分であるフラボノイ ドな

どのフェノール性化合物 も､同様にシロアリ類

7.98%であった 1 i lcanota0)｡v 類が 

に対 して摂食阻害活性を持つことが報告されて

i lcanotaica
ta
(

l h ltcoyepeno

20種の抽出物を 100L

的ペーパーディスク試験を行った結果､レサクメ いる20)｡また､ レサクと呼ばれる 

タノール抽出物 4種にヤマ トシロアリに対する高

類や 

があり､I 属からは､v ､V 

iks
d
/tg の処理量で､選択

ium
C llbtoyeo


属の木材成分として､スチルベン多量体である 

い摂食阻害活性が認められた｡その摂食阻害活性 )1desllitcoyeos 類 の単離報告 2

は､天然防蟻剤として利用されているヒノキから dei itacas ､ 

調製したメタノール抽出物よりも高い結果であっ )32･i lpaucnoro類などが単離 ･同定されている 22 0

1)｡また､既知標準活性抽出物である 本研究で用いたレサクは､単離した化合物がすべlebaTた (

ジャックフルーツやビルマカリンジクロロメタン て i lcanotva 類であったことから ium
C llbtoyeo
 属

抽出物の摂食阻害活性と比較しても有意に高活性 ではなく icaVta 属由来の材であると考えられた｡

を示すことから､ヤマ トシロアリに対する新たな 更なるフィール ドでの研究の必要性があるが､レ
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